多久市小規模貯水槽水道の維持管理に関する規則
（目的）
第１条　この規則は、小規模貯水槽水道の維持管理について必要な事項を定めることにより、安全で衛生的な飲用水を確保し、もって公衆衛生の向上を図ることを目的とする。
　（定義）

第２条　この規則において「小規模貯水槽水道」とは、水道法（昭和３２年法律第１７７号。以下「法」という。）第１４条第２項第５号に定める貯水槽水道で、法第３条第７項に定める簡易専用水道以外のものをいう。
２　この規則において「管理者」とは、設置者が当該小規模貯水槽水道を維持管理する者として指定したものをいう。
　（届出）

第３条　小規模貯水槽水道の設置者は、小規模貯水槽水道による給水を開始しようとするときは、小規模貯水槽水道設置届出書（様式第１号）により届け出なければならない。
２　前項の規定による届出を行った者は、届出事項に変更を生じたとき、又は、当該小規模貯水槽水道を休廃止したときは、速やかに小規模貯水槽水道（変更・休止・廃止）届出書（様式第２号）により届け出なければならない。　

　（水質基準）
第４条　小規模貯水槽水道により供給される水は、法第４条に定める水質基準に適合するものでなければならない。

　（維持管理）

第５条　小規模貯水槽水道の設置者又は管理者（以下「設置者等」という。）は、次の各号に定めるところにより、当該小規模貯水槽水道を維持管理しなければならない。

　（１）　水槽の清掃を１年以内ごとに１回、定期に行うこと。

　（２）　小規模貯水槽が、有害物、汚水等によって水が汚染されるのを防止するため、水槽の点検等必要な措置を講ずること。
　（３）　給水栓における水の色、濁り、臭い、味その他の状態により供給する水に異常を認めたときは、水質基準に関する省令（平成４年厚生省令第６９号。以下「省令」という。）の表の上欄に掲げる事項のうち必要なものについて検査を行うこと。
　（４）　末端給水栓における水の遊離残留塩素を0.1㎎/ｌ（結合残留塩素にあっては0.4㎎/ｌ）以上保持すること。
　（５）　長時間受水層又は高置水槽に滞留した水を飲用の用に供しようとするときは、一定時間放水し、末端給水栓及び水槽内の水の色、濁り、臭い、味その他について異常のないことを確認するとともに、残留塩素濃度を測定し、前号の定めどおりであることを確認して使用すること。
２　設置者等は、小規模貯水槽水道の状況を確認するため、毎年１回以上定期的に保守点検を実施し、欠陥を発見したときは速やかに改善の措置を講じなければならない。

３　前項の保守点検を設置者等が実施することができないときは、法第３４条の２第２項の厚生労働大臣が指定する者等に依頼し、実施することができる。
　（給水の緊急停止等）

第６条　設置者等は、小規模貯水槽水道により供給する水が人の健康を害するおそれがあることを知ったときは、直ちに給水を停止し、かつ、その水を使用することが危険である旨を関係者に周知させるとともに、市長に連絡し指示を受けるものとする。

　（帳簿書類・記録の保存）
第７条　設置者等は、次に定めるところにより小規模貯水槽水道に関する帳簿書類、記録等を保存しなければならない。
　（１）　給排水関係の配置及び系統を明らかにした図面並びに受水槽の周囲の構造物の配置を明らかにする平面図を整備し、小規模貯水槽水道を使用する間保存すること。

　（２）　施設の保守点検、貯水槽の清掃、残留塩素濃度の測定及び水質検査等を行ったときは、その記録を作成し、当該保守点検等を行った日から起算して３年間、これを保存すること。

　（改善の指示）

第８条　市長は、小規模貯水槽水道の維持管理が第５条第１項に定める基準に適合していないと認めるときは、当該小規模貯水槽水道の設置者等に対し、期間を定めて必要な改善を講じるよう指示するものとする。

　（給水停止の指示）
第９条　市長は、小規模貯水槽水道の設置者が、前条の規定に基づく指示に従わない場合において、給水を継続することが当該小規模貯水槽水道の利用者の健康を害すると認めるときは、その指示に係る事項を履行するまでの間、当該小規模貯水槽水道による給水を停止するよう指示するものとする。
　（報告及び現地調査・指導）
第１０条　市長は、必要があると認めるときは、設置者等から小規模貯水槽水道の維持管理に関する報告を求めるとともに、当該小規模貯水槽水道の現地調査及び指導を行うものとする。
　
附　則
　（施行期日）　
１　この規則は、平成２５年４月１日から施行する。
　（経過措置）

２　この規則の施行の際、飲用井戸等衛生対策要領（昭和６２年衛水第１２号厚生省生活衛生局長通知）により小規模貯水槽水道の設置等に関して佐賀中部保健所長に届け出ているものは、この規則により届け出たものとみなす。

様式（略）
